
出席者一覧 （敬称略）

役割 所属団体 役職名 氏名 

コーディネーター 公立大学法人 静岡文化芸術大学 副学長 池上 重弘 

発言者 豊川市 市長 山脇 実 

発言者 湖西市 市長 影山 剛士 

発言者 駒ヶ根市 市長 杉本 幸治 

発言者 箕輪町 町長 白鳥 政徳 

発言者 阿智村 村長 熊谷 秀樹 

発言者 豊川商工会議所 会頭 小野 喜明 

発言者 浜松商工会議所 会頭 大須賀 正孝 

発言者 NPO 法人三遠南信アミ 副理事長 中野 眞 

発言者 和合むら   吉田 弓 




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静岡文化芸術大学 池上副学長 

先ほどのパネルディスカッションに続き

まして、こちらの「技・人分科会」もコー

ディネーターを務めてまいります静岡文化

芸術大学の池上と申します。参加者の皆様、

どうぞよろしくお願いします。 

今年のサミットにおいて、第2次三遠南

信地域連携ビジョンの策定が非常に大きな

テーマになっております。先ほどから、申

し上げているとおり、10年前に策定された

三遠南信地域連携ビジョンを今回改定する

タイミングになっております。 

まず、本日の分科会での意見交換のポイ

ントを事務局から説明していただいた後、

皆様との意見交換に入ってまいります。 

では、事務局よりこの分科会の意見交換

のポイントの説明をお願いします。 

 

事務局 

先ほど全体会、パネルディスカッション

で新ビジョン全体の策定状況について、

SENA 事務局から説明がありました。この

分科会では、新ビジョンのうち、「技」と

「人」について、基本方針、推進方針の案

について、御説明いたします。 

まず、技の基本方針について、資料集の

14ページを御覧ください。 

近年、IoT や人口知能、シェアリングエ

５ 「技・人」分科会「新ビジョンの基本方針～プロジェクト」 
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コノミーなどの第4次産業革命と呼ばれる

技術革新が起きています。現行ビジョン策

定後、次世代輸送用機器や、航空宇宙産業

など、新産業の成長に取り組んできたこの

地域でも、既存産業の継承とともに技術革

新を取り込むことが必要です。新ビジョン、

技の基本方針は、「革新を取り込む産業創

造圏の形成」とし、既存産業の活力増進を

図りつつ、産業構造の転換期を先取りする

ことで産業想像力を強化し、改革を取り込

む産業創造圏の形成を目指します。この基

本方針の推進のために、推進方針1「既存

産業の活力増進」と推進方針2「産業想像

力の強化」としました。 

推進方針1「既存産業の活力増進」では、

さらに主要政策①「人材、労働力の確保、

育成」主要政策②「広域的な産業連携活動

の推進」とし、それらを通じて地域内既存

産業の継承と活力の増進を図ります。 

推進方針2「産業想像力の強化」では、

主要政策①「企業誘致と特徴ある産業クラ

スターの形成」、主要政策②「技術革新に

対応した新産業の創出」、主要政策③「起

用化支援とソーシャルビジネスの育成」と

し、それらを通じて産業想像力の強化を図

ります。 

次に「人」の基本方針について、資料の

15ページを御覧ください。 

人口減少社会の中で、これまで本地域を

支えてきたものづくり産業や農林水産業、

健康医療分野での労働力や地域コミュニテ

ィの担い手不足が顕著になってきています。

新ビジョン人の基本方針は、「地域の持続

的発展に向けた人材集積地の形成」とし、

次代を担う人材の育成や確保、多様な文化

が共生する社会の形成を通じて、地域の持

続的発展に向けた人材集積地の形成を目指

します。この基本方針の推進のために、推

進方針1を「次代を担う人材の育成確保」

とし、推進方針2を「多文化共生社会の形

成」としました。 

推進方針1「次代を担う人材の育成確

保」では、さらに主要政策①「学生や労働

者のスキルアップを目指した人材育成」、

主要政策②「三遠南信地域に関する知識・

情報の共有」、主要政策③「産業技術や文

化財継承のための人材確保」とし、それら

を通じて様々な分野での地域内の人材の育

成確保を図ります。 

推進方針2「多文化共生社会の形成」で

は、主要政策①「だれもが輝く地域づく

り」、主要政策②「だれもが働ける雇用機

会の創出」とし、それらを通じて多様な文

化、価値観を持つ人々が輝いて生活できる

多文化共生社会の形成を図ります。 

また、資料集とは別に御用意した A3の

資料を御覧ください。 

新ビジョンの策定においては、SENA 構

成員や策定委員会の委員、オブザーバーに

御意見をいただきながら策定を進めており

ます。この資料は、皆様からいただいた御

意見についてまとめたものですので、参考

にしていただければと思います。なお、技

は3ページ、人は4ページです。 

さて、この新ビジョンの基本方針や推進

方針、主要政策はこうした御意見をいただ

きながら、さらに検討を進めてまいります。 

本日は、技、人分野の基本方針などにつ

いて、分科会での議論をお願いしたいと存

じます。なお、基本方針などについて、本

日決定するものではございませんので、各

分野でご活躍されている方の視点から忌憚

のない御意見をできるだけ多く賜りたいと

存じます。 

 

コーディネーター 

今、私たちのこの分科会では、技と人と

いう二つのテーマを扱うことを確認し、そ

のそれぞれのトピック、推進方針について

事務局より説明をいただいたところです。
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この分科会では二つのテーマがありますの

で、限られた時間ではありますけれども、

議論を進めていくことができればと思って

おります。先ほど事務局から最後にも言及

がありましたが、この分科会で何か一つの

結論を出すことは目的としておりません。

多様な考え方について皆様から何かコメン

トをいただくことができればと思っており

ます。 

では、まずは「技」、そして「人」と区

切って進めてまいります。最初に「技」に

ついて御意見を賜りたいと存じます。また

それに伴う推進方針などもあれば、合わせ

て御意見をいただければと存じております。

それでは、小野会頭からお願いします。 

 

豊川商工会議所 小野会頭 

まず、新ビジョン全体について、私が思

ったことを言わせていただきます。 

現行ビジョンの策定から大変歴史のある、

意味のある10年だったと思います。ただし、

この先10年、また同じ形でやるということ

はどうなのかと思うところがあります。

我々の役目が先進的な広域県境モデルであ

るならば、現在の行政の枠を超えた新しい

行政枠を形成し、立法化するというぐらい、

新しいことをやってほしいと思います。も

しそうしなければ、また同じ10年間を繰り

返すのではないかと、非常に心配するとこ

ろです。 

次に「技」についてですが、新ビジョン

には航空産業や、自動車産業などいろいろ

盛り込まれていますが、重点的に取り上げ

る産業を一つだけに絞り込んだらどうかと

思います。これは、3地域の状況を踏まえ

て、玉虫色みたいな内容になったのだと思

うのですが、そういった配慮をせず、航空

産業なのか、光産業なのか、医療機器なの

か、SENA で引っ張る分野を一つに決める

ことにより、それぞれの地域の既存産業が

そこに引っ張られていく、もしくは、関係

のない異業種がその産業に入っていくイメ

ージをつくらなければ、「それぞれいろい

ろな業種がありますので、その産業基盤を

それぞれつくってください」では、三遠南

信地域連携の意味がないではないかと思う

のです。 

例えば、東三河地域には航空産業がほと

んどありませんが、南信州地域にあるので

あれば、他地域がそこへどうやって入り込

むかを、もしくは SENA がリーダーシップ

をとっていくことを考えていくべきではな

いでしょうか。SENA 以外にも、県や国と

いう枠組みがあるわけですから、SENA の

特色を出していくには、一つの分野を決め

て取り組んだらどうかということが一つで

す。 

それから、人材の問題ですが、住みよい

地域でありながら若い人たちがこの地域か

ら出ていくことが前提であると認識しなが

ら、その人たちに帰ってきてもらい、定着

してもらうためには、ほかの地域に比べて

優位な金銭的なインセンティブをつくり、

結婚、子育てする方を引っ張ってくること

が必要だと思います。 

他にも考えていることはいろいろありま

すが、産業構造は非常に変化をしており、

三遠南信地域で人材をつくり、確保するこ

とを目標にするだけでは、地域内の企業は

多分生き残れません。既存の業種の変化し、

国際化や国際競争の中で企業が切磋琢磨し

ていくわけですので、それは三遠南信地域

の持つパワーの引き出せるところとはちょ

っと違うところにあります。つまり、三遠

南信地域が生かすためにやれることを考え、

そのリーダーシップをとり、全国の中で県

境のモデル地域になるという自負をぜひ持

っていただいたらどうかと、持っていきた

いと思っております。 
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コーディネーター 

あと10年、今のような形をまた繰り返し

ても新たな展開はないのではないかと、か

なり激烈なコメントから始まりました。新

しい行政の形をとれないだろうか。それは、

全国のモデルになるような新たな広域連携

の形にならないだろうかという点が1点。 

それから、一つだけ産業を絞り込み、そ

こに選択と集中で三遠南信地域のリソース、

知恵を投入するなど SENA らしい特色を出

さなければ、現状のままでは総花的な列挙、

羅列に終わってしまうのではないかという

こと。 

さらに、この地域から人が出ていくこと

を当たり前と見た上で、いかに戻ってもら

うか、そのためのインセンティブをどうつ

くっていくかとの御提案をいただきました。 

それでは次に、箕輪町の白鳥町長からお

願いいたします。 

 

箕輪町 白鳥町長 

私は、箕輪町の町長でございますが、

伊那市から北にある伊北という地域の4市

町村が今回新たに加入をさせていただきま

した。伊那市の人口が大体7万人くらい、

私たち北部の3町村で6万人、トータルで

13万人くらいです。 

私たちの町は、浜名湖に近い、舘山寺

のある浜松市西区庄内地区と50年、60年も

交流を続けているものですから、非常に興

味、関心をもっていたのですが、三遠南信

自動車道が見えてきたこと、リニア中央新

幹線の工事が始まった状況で、三遠南信サ

ミットに参加をさせていただきました。 

今、小野会頭からもお話があったので

すが、民間は、もともと行政の枠を超えて

動いているわけで、私も行政が遅れている

という点は同感ですが、なかなか厳しい部

分もあるかというものが率直な感想です。 

伊那市北部は製造品出荷額ベースで

5,000億くらい、先ほどの資料集では三遠

南信地域全体の製造品出荷額が14兆円と数

字が出ていますので、3、4％にしかすぎま

せんが、中小企業の技術力や専門性の高い

集積地ですので、三遠南信地域の連携、東

三河地域や遠州地域との連携に期待すると

ころは、非常に大きいと思っています。人

口減少の流れの中で、特に女性の転出が非

常に多くなっており、働く場として産業を、

しかも女性に選ばれる場をつくっていかな

ければならないと思っております。 

私たちの町で、私たちの世代では大体

7割くらいの者は地域に残りました。今、

地域に残る者は大体4割を切りました。人

の移動はやむを得ない部分もありますけれ

ども、とどまるための施策を実行するため

には、地域連携はどうしても必要です。

「人」分野にも関係がありますが、地方で

は、お金だけでなく、実は人材も足りない

のです。私は、自分たちの地域を自分たち

だけでつくる時代はもう終わっていると思

っており、外の知恵を取り込むためのネッ

トワークがつくれないと、まちの創造はで

きないと思っていますので、こういった機

会を通じて、違った発想や力を勉強させて

いただければ非常にありがたいと思います。 

私の場合、浜松には年に2回、3回交流

の関係で来ています。遠州地域まで来るの

に3時間はかかっていますが、三遠南信自

動車道が開通することによって、2時間く

らいまで短くなるかもしれません。そうな

れば、文化の交流が自然にできてくると思

いますので、上伊那の北部、長野県では真

ん中にまでいってしまうのですけれども、

全方位外交がとれ、名古屋からも、東京か

らも、浜松、豊橋からも非常に優位な場所

になると確信しています。 

 

コーディネーター 

人口減少を考えたとき、女性が転出し
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てしまう、特に生産年齢の女性の転出が非

常に大きな問題であるということ、その問

題を解決するためには女性の働ける場が安

定的につくらなければいけないこと、その

ための地域連携を考えたいということ、そ

して、まちづくりのために、外の知恵、あ

るいはネットワークを築いていきたいとの

お話をいただきました。 

最後にお話があったように、今後非常

に戦略的な場所になっていく箕輪町の町長

が、オープンマインドな御発言をされたこ

とに、私は非常に勇気を得ました。ぜひ、

そういうネットワークが今後も広がってい

けばいいと思っております。 

それでは次に、静岡県で湖西市の影山

市長から御意見をいただきます。 

 

湖西市 影山市長 

三遠南信サミットは、前回に続いて2回

目の参加となります。 

湖西市は、静岡県の一番西、人口80万

人の浜松市と人口38万人の愛知県豊橋市の

大都市にはさまれた、人口約6万人と、決

して大きな町ではありません。湖西市は、

トヨタグループの創始者である豊田佐吉翁

の出身地であり、本日ちょうどお昼の NHK

ニュースでも取り上げていただきましたが、

本日が豊田佐吉翁の命日にあたりました。

本日午前中、トヨタの豊田章一郎名誉会長

ご夫妻、章男社長ご夫妻、そしてスズキの

鈴木修会長にもお越しをいただき、豊田佐

吉翁の顕彰祭を執り行いました。そういっ

た自動車産業を中心にしたものづくりのま

ちでございます。これまでのお話にあった

とおり、三遠南信地域の、例えば湖西市の

工場にも、信州から部品の提供をいただく

など様々な連携をいただいています。三遠

南信自動車道はもちろん、そこから南の国

道23号まで通じる浜松三ヶ日・豊橋道路の

実現に向けて調査費を計上いただきました

が、そういったネットワーク形成をぜひ望

んでいるところです。湖西市としても、

「技」の推進方針2の中にある産業競争力

の強化、特に新産業の創出を重点的に取り

組みたいと思っており、その取り組みを簡

単に御紹介させていただきます。 

湖西市では、本年11月22日、23日の二

日間にわたり、湖西ネオテクノフェアビジ

ネスマッチングを開催の予定です。これは

本年5回目になりますが、湖西市の企業

35社と湖西市以外の企業46社の合計81社の

参加を予定しており、これは湖西市や遠州

地域だけではなく、三河地域や南信州地域

からも出展をいただく予定になっておりま

す。車、いわゆる輸送用機器や産業機器、

医療、環境機器が中心となっており、こう

いった産業は一つの市町村にある工場や企

業でできることは限られておりますので、

航空機産業や伝統の自動車産業のマッチン

グを進めていけたらと考えております。 

さらに、湖西市では、浜名湖西岸の土

地区画整理事業として50ヘクタールの区画

整理に着手をしております。本日の佐吉翁

の顕彰祭にもお話が出ておりましたが、ガ

ソリンエンジンからハイブリッド、電気自

動車、EV への転換が迫られている自動車

産業にあっても、高度化、そして集約が迫

られており、こういった工業団地を造成し、

さらに工場を集約していくことによる高機

能化、付加価値を図っていくことが必要に

なっております。湖西市としてもそういっ

たところに工業用地を確保して、自動車産

業、さらには航空機等々、新産業の創出を

図っていきたいと思っておりますし、立地

的にもこの三遠南信地域の東西南北とも今

後道路等でつながっていきますので、人材

を含め連携を図っていけたらと思っており

ます。 
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コーディネーター 

人口規模では6万人という大きさの町で

すが、新産業創出に向けて湖西ネオテクノ

フェアビジネスマッチングを毎年開催し、

80社以上の参加があるとのことでした。 

また、50ヘクタールの工業用地を今つ

くっているところであるとのお話を伺いま

した。 

それでは、続いて NPO 法人三遠南信ア

ミ、中野副理事長からお話をいただきたい

と思います。 

 

NPO 法人三遠南信アミ 中野副理事長 

三遠南信地域が大好きで、ここに暮ら

して頑張っている人達のネットワークでご

ざいます。このサミットに25年前からかか

わらせていただいております。オブザーバ

ーということで、我々NPO なものですから

地域に暮らし、本当に頑張っている人たち

の集まりなのですが、産業あるいは仕事の

観点で考えてみています。 

これから先の10年ですけれども、10年

先を考えるときに大切な視点だと思ったの

は、人生100年の時代だというものです。

寿命が100年の時代ということは、本年生

まれた赤ちゃんが最晩年を迎える100年後、

あるいは100年の間もこの三遠南信地域に

暮らして、働いて幸せだと思うようなまち

づくり、地域づくりの視点からこの10年を

捉えるのも大切かと思います。100年後の

未来をわかるということはできませんが、

考える上でその視点が大事かと思います。 

実をいうと、新しい技術、産業、IoT、

AI その他の産業がどう進展していくかは、

正直言って、これは想像がつかないのでは

ないでしょうか。もちろん、企業の立場か

らすればそこに取り組むのは当然ですが、

地域に暮らす我々にとって大切なのは、

100年後もきっと大切に残したいというも

のは、天竜川の流域を核にして、三遠南信

地域の自然や風景といったものを100年後

も残ってほしいし、残すべきだと思います。 

それから、人と人がつながるコミュニ

ティ、共同体が大切かと思います。 

それから、もう一つが暮らしのもとを

つくる産業という点でいうならば、三遠南

信地域の力のもとでもある農林水産業が新

しい技術や仕組みを生かしつつ、この地域

で持続し、発展する仕組みづくりが大切だ

と思います。 

本日午前中開催された住民セッション

では、新しい流れ、新しい風を本当に感じ

ました。住民セッションに参加する者も高

年齢化しており、僕も25年前このサミット

に来たときは30代だったのですが、孫がい

る年代にまでなっています。しかし、本日

の住民セッションには、学生さんがたくさ

ん来ていただきました。新しい風が生まれ

てきていると、もう一つのテーマの「人」

にも思いをはせた時間でした。 

 

コーディネーター 

25年前から継続的にかかわっておられ

たとのことでした。私、不勉強にして大変

失礼な質問をさせていただきますが、この

アミとは、どういう意味なのでしょうか。 

 

NPO 法人三遠南信アミ 中野副理事長 

フランス語で仲間、友達という意味の

アミです。 

 

コーディネーター 

この地域でも人生100年時代、100年後

にも皆さんが幸せで暮らしていけるように

と、持続可能な、サステイナブルなという

言葉が、おそらくお考えの根底にあるのだ

ろうと思って伺っておりました。自然や風

景、コミュニティといったこと、昨日の

NHK の大河ドラマ「おんな城主 直虎」の

回がまさにそうでしたが、長篠の戦いに向
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けて、木をいっぱい切って、戦いには勝っ

たのだけれど、どうも鉄砲水が出そうだと

なり、みんなで松を植えましょうとの話を

していました。サステイナブルにやってい

かないと地球そのものがもたないという価

値観は皆さんも共有しておられると思いま

す。 

農林水産業が暮らしのもとであること

と、またそこに付加価値をつけていくこと

は、大事なことかと思って聞いておりまし

た。さらに、新しい世代がこういった地域

の問題について考え始めているという、希

望のともしびとなるお話もいただきました。 

私も、学生たちが非常にリアルなつな

がりや、リアルな地域の課題に向き合うよ

うになってきていることを強く、強く感じ

ております。またそれが学生にとって非常

に貴重な学びの機会にもなっており、本学

でも学生たちが北遠地域にいろいろな分野

で入っています。本日さきほどのパネルデ

ィスカッションを行った4階のフロアに、

私どもの大学のチームが入っている様子を

まとめたパネルがありますので、ぜひ御覧

いただければなと宣伝をさせていただきま

す 

ここまでのお話を受けて、大須賀会頭、

いかがでしょうか。 

 

浜松商工会議所 大須賀会頭 

これから電気自動車が優位になり、エ

ンジンを積んだ自動車は必要がなくなりま

す。そうなれば、今ある自動車産業が必要

なくなり、その産業に従事している人たち

が次に何をやっていくかということを今か

ら変えていかなければなりません。変化に

10年かかるといわれていますが、私は5年

でそうなると思いますから、皆で次の分野

を考えていかなければならないと、私は思

います。 

 

コーディネーター 

電気を使った自動車の展開は、もう大

きな流れで、ヨーロッパなどは特にそれが

進んでいるわけですから、これは変わりよ

うがないですよね。 

影山市長、若手の市長として、今後の

ビジョンについて思っていることがござい

ましたらどうぞ。 

 

湖西市 影山市長 

大須賀会頭がおっしゃるとおりで、先

ほどのお話にもあったとおり、湖西市も自

動車産業は多いのですが、伝統的なガソリ

ンエンジンを主体とした部品メーカーがあ

る一方で、プリウスのバッテリーをつくっ

ている会社もあり、混在している中で、比

重は新しい EV 化に向けた部品を作る企業

に移ってきていることは、間違いないと思

います。もちろん自動車だけではなく、航

空産業や医療など様々な産業も必要だと思

っております。行政としてもそういった変

化に対し、手をこまねいているだけでなく、

産業の変化を先取りした形で、企業の立地

や誘致など、常に行政としてどんな施策が

効果的かを考えながら取り組んでいるつも

りですし、やっていかなければいけないと

思っています。 

 

コーディネーター 

杉本市長、どうぞ。 

 

駒ヶ根市 杉本市長 

最近、いろいろな人と相談する中で、

新しい産業を興そうというときに、日本全

体を見たときに、製造業の関係はいろいろ

なものをつくって海外に輸出していますよ

ね。一方で、今、国内で足りない産業とい

うと、農業関係の食料自給率を見ると残念

ながらまだ、30％ぐらいしかない状況です。

各地で農地の荒廃地がどんどん増えていっ
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てしまい、国土の保全もできなくなります。

やはり農業に関してこれまでも食の安全な

どいわれているので、ぜひこれからはこの

三遠南信全体で、この地域の人たちが食べ

るものはみんなここでつくろうよと、特に

路地型だけではなくて、施設型にし、なお

かつそれを第3次産業でチーズにしたりと

か、肉にしたりとかをここの地域でやって

食の安全を図っていくことができれば、現

実的に三遠南信の皆さんがすぐに動き出せ

ます。海、山があるし、起伏もあるので食

品の種類は豊富だし、いろいろな交流がで

きたり、なおかつこの地域の新しい産業を

興せたり、そういうことになると、都会に

いるのが疲れてしまった若い方たちが、地

域に帰って来て農業をしながら暮らしたり

とか、二地域居住をしたいという意味では、

この地域のポテンシャル、十分あるので、

そういったことをこれからの三遠南信で現

実的に連携をしていく一つのモデルにした

らいいと感じております。 

 

コーディネーター 

この地域は、海に面したところから標

高の高い山まであって、非常に植生も豊か

であるということは、そこでできるものも

多種多様にあるということですね。それか

ら、製造業の蓄積もあって、そこに第3次

産業をかませて、第6次産業として、付加

価値を高めていくと、こういったことです

ね。 

 

駒ヶ根市 杉本市長 

農業をやっている人たちは、技術的な

面でなかなか足りないといころがあるので、

工業の皆さんに生産性を高めるための新し

い機械をつくってもらうとか、第3次産業

の皆さんに商域を開いてもらうとか、お互

いが連携していけば本当にいいと思います。

農業の皆さんって、どこに売ったらいいの

か、どう機械化したらいいかがわかりませ

ん。しかし、工業や商業の皆さんがかかわ

ればすごく魅力的なものになると思うので、

すべての皆が連携するという意味でもいい

プロジェクトができるかなと思っています。 

 

コーディネーター 

大須賀会頭、どうぞ。 

 

浜松商工会議所 大須賀会頭 

農業は経営者が高齢化しており、跡取

りがいません。跡取りがいない理由は、お

嫁さんが来ないからです。農業はどうして

も家族の手伝いがないとできないルールみ

たいです。お嫁さんが来ないから、若い人

が跡をつがず、減ってしまっている。だか

ら農家がどんどん疲弊して、今、平均年齢

が73歳ぐらいになっているのですが、そう

いう面も一緒になって考えていかないとい

けません。 

 

コーディネーター 

杉本市長、どうぞ。 

 

駒ヶ根市 杉本市長 

長野県には、レタスの生産地として有

名な川上村があります。その村は、若い人

たちがみんな来て一緒に農業をやります。

今では若い人がお嫁に来ることが多いので、

やはり稼げる農業にする、魅力的なものに

するということが重要だと思います。そし

て、企業の皆さんに、こういう農作物をつ

くったら食品関係の企業が10年間は必ずあ

なたのつくったものを買ってくれるから、

その代わり、こういうものをつくってくだ

さい、こういう機械化をしたらいいです、

と技術的に指導をしていただくと、うまく

いくと思うのです。そういう関係をつくっ

て、農業の皆さんも安定的に買ってもらう

ところがあれば、若い人たちも魅力をもっ
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てくれるのではないかと思っています。 

 

コーディネーター 

今、非常に重要なヒントを得たと私は感じ

ています。結局、旧来型の20世紀型の農業

のイメージだと女性が混入してこない形だ

けれども、そこにビジネスとしてのビジョ

ンがあって、さらに自分たちの食べるもの

は自分たちでつくって、顔の見える関係で、

食と生活がつながっているとなってくると、

そこに女性たちが働きの場を見出すわけで

すよね。工場を誘致してくるだけではなく、

むしろ農業で生き生きと働くモデルを地方

でつくって、さらに都会から人が入ってく

れば、都会のマーケットで売るにはどうす

ればいいかとの視点も入ってきます。農業

をもう1回見直すことが「技」と「人」を

考える際の一つの重要なポイントなのかな

と、ヒントが浮かび上がりました。 

 

コーディネーター 

それでは、「人」についても、御発言

をいただきます。まずは豊川市の山脇市長

からお願いします。 

 

豊川市 山脇市長 

全体会のパネルディスカッションで、

浜松商工会議所の大須賀会頭の外国人の特

区をつくって受け入れるという話は、本当

にすばらしい話だと思っており、東三河で

も何とかできるのではないかと思ったとこ

ろです。 

さて「人」についてですが、やはり人

づくりが一番重要だと思っております。豊

川市には高校駅伝の全国大会に15回出場し

ている名門の愛知県立豊川工業高校があり

ます。ぜひ皆さんに知っていただきたいと

思うのは、この高校では、駅伝を通して人

づくりに取り組んでおり、例えば挨拶がし

っかりできるとか、大会に前の道路を掃除

するなど、すばらしい人づくりができてい

ます。豊川工業高校の卒業生は、非常に高

い就職率をほこっております。大企業から

も多くの募集がある状況であり、スポーツ

を通した高校での人づくりとして成果を上

げていると感じております。私も「スポー

ツの盛んなまちづくりを」と言っているも

のですから、スポーツを通して人づくりが

できればと考えています。 

また、先ほど湖西市長から、湖西市で開

催されているネオテクノフェアのお話があ

りましたが、豊川市では、豊川信用金庫が

本年で13回を迎えるビジネス交流会を開催

しています。本年は202の企業、行政、そ

して学校など多くの方が参加しております。

その中で、高校生がいろいろなビジネスの

アイデアを出して、それを皆さんに披露す

る場があります。この取組もこの私どもの

地域のいろいろな発展に大変寄与している

ので、これからもぜひ力を入れていきたい

と思っています。 

 

コーディネーター 

駅伝の豊川工業高校の話から、スポー

ツを通じた人づくりと、その重要性をお話

しいただきました。また、豊川信用金庫の

ビジネス交流会で、高校生もアイデアを出

して披露し、若い世代と地域の企業さんが

出会う場をつくることは非常に大事なこと

です。どうしても、高校生は消費者の立場

で、企業といえばいわゆるナショナルカン

パニーのイメージしかないものですから、
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地域のいろいろな企業さん、とりわけ B 

to B、ビジネスとビジネスの取引が中心に

なる企業は高校生には全然わからないので、

そういった企業と出会う機会があることは

とても大事だと思って聞いておりました。 

それでは次に、浜松商工会議所の大須

賀会頭、よろしくお願いいたします。 

 

浜松商工会議所 大須賀会頭 

今後人口が減っていく中で、今、人は

「働く金の卵」と言われています。そうい

う中で、優秀な人を採用するとの話を聞き

ますけど、私はそうではなくて、採用した

人を優秀に育てることが企業の責務だと思

っています。どんなに良い大学を出ても、

自信を無くしたら駄目になってしまいます。

自信を持たせてやれば皆優秀になります。

だから、自信を持たせるためにどうするの

かが問題であり、私は、社員を優秀に育て

ることできる企業が勝ち組になると思って

います。何か問題が起きた時に、「お前こ

んなことも出来ないのか。」と、頭ごなし

にしかりつけると委縮してしまいますが、

少しのことでも良くやったと本人を認めて

あげると、だんだん自信を付けていきます。

常にやったことを認めて「もうちょっと努

力すると、もっとこうなるよ」と助言を与

えれば成長します。これからの企業は、人

が不足する中で、社員を育てられなければ、

どんな良い人材を採用しても何にもならな

いし、自信を持たせれば誰でも優秀な人材

に育つのだと、私は思います。 

 

コーディネーター 

大須賀会頭なりの人材育成の秘訣を御

披露いただいたわけですが、先ほどのパネ

ルディスカッションでは、人手不足の企業

が多いと、さらには廃業せざるを得ないよ

うな企業も多い状況をアンケート調査等で

明らかにした上で、例えば外国人特区のよ

うなものをこの三遠南信地域で試みてはど

うかと御提案をいただきました。また、そ

れは先ほどの山脇市長からもおもしろいと

のお話をいただいたわけですけれども、大

須賀会頭のイメージする外国人特区でやっ

てくる外国人は、今の枠組みでいうと技能

実習生のような若い単身者なのか、あるい

はブラジル人、ペルー人のように家族でや

ってくる人たちなのか、そこのイメージは

いかがですか。 

 

浜松商工会議所 大須賀会頭 

私は、どちらでも構わないと思います。

ただし、技能研修生は、今は3年で帰らな

くてはいけません。そうではなくて、10年

なら10年というルールにして、皆で育てる

ことをしなければならない。なぜかといえ

ば、データで見ると人の減り方がすごく、

間違いなく人材の供給が追いつかなくなっ

てしまいます。働く人が本当に半分になっ

ていいのかということを見直す必要があり

ます。食品も医療も、全部人口が増えれば

景気が良くなりますが、人が減り、消費も

減れば、景気は絶対に良くなりません。だ

から、まず人を雇うということです。 

 

コーディネーター 

今は技能実習生制度が3年、もうじき

5年に延長されるといいますけれど、そう

いう場当たり的なことではなく、むしろ日

本に働きに来て、そして戦力となっていく

人づくりをしていかないと難しいのではな

いかと御指摘をいただきました。 

それでは次は、駒ヶ根市の杉本市長か

らお話いただきます。 

 

駒ヶ根市 杉本市長 

当地域の有効求人倍率は今およそ1.7で

す。企業の皆さんと話をすると、人を連れ

て来てもらわないと企業が存続できず、新
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しい企業を呼ぼうにも、人がいないからこ

のままでは呼べないのが現実です。商工会

議所の会頭と話す中で、ぜひ市役所に特区

で職業紹介の権限を持ち、現在国外から受

け入れる取り組みをぜひやっていただきた

いと、お願いをされています。 

一方で、経営者協会などとも取り組む中

で、高校生を卒業した人が進学したい人ば

かりではないのではないか、本来は勤めた

いのではないか、だからここに勤めてもら

うようにしよう。現在、大学に進学した者

の3割しか戻らず、特に女性は戻ってきま

せん。そこで、この子どもたちを地域に残

すために、郷土愛プロジェクトを始めまし

た。高校や中学校の先生たちが必ずしもそ

の地域出身の人ではなく、地域にある企業

が何をやっているかわからないし、この地

域にどういった企業があるのか全然知りま

せん。進路指導の場面で「いい大学に行っ

ていい企業に行け」とだけ言っているから、

学生は全然地域に残ってくれません。そこ

で、大体1回100人くらいの高校の先生に来

てもらい、どんな企業があるのか見てもら

い、また夏休みには、親子企業訪問で、中

学生の親子に各地元の企業を見ていただき、

高校にも、普通科とかではなくて、地域を

支える科をつくってもらい、地域が望む人

材の育成、そこの高校を出たら企業が必ず

採用する道筋をつくっていかないと、本当

に深刻な問題になっていくと思っています。

地道ですけれども、地域では経営者協会な

どと組んで、学校任せではない地域に担い

手が残るプログラムを始めております。 

それからもう一つ、多文化共生、また青

少年の国際化として、駒ヶ根市には、青年

海外協力隊の訓練所がございます。日本に

おいて、駒ヶ根市と二本松市の2か所しか

ございません。今年で駒ヶ根市は38年にな

りますが、2万人を超える JICA ボランティ

アが駒ヶ根市から世界に羽ばたいていって

おります。今も、1年間に800人の若者たち

が高い志を持って発展途上国に行っていま

す。実は、その皆さんが帰ってきたときに

受け入れをする青年海外協力協会の本部が、

来年2月に東京から駒ヶ根市に移転するこ

とになりました。それはなぜかと聞いたら、

発展途上国に行き、東京にいるよりも地方

に行って地方創生をやりたいと、若者たち

が帰ってきていただいております。それが

この三遠南信地域内にありますので、高い

スキルと高い志を持った2年間、発展途上

国に行った若者たちが、またこの地域で受

け入れてくれるとなれば、この地域のいい

人材にもなり、生かしていければ新しいこ

の地域の発展につながるので、今後プロジ

ェクトもつくっていったらどうかと思って

おりますし、JICA の皆さんもそう強く思

っております。 

また、国等も生涯活躍のまちづくりを進

めていますので、都会で困っている高齢者

の皆さんを働き手として受け入れる生涯活

躍のまちづくりを、この地域で取り組むこ

との一つとして提案をさせていただきます。 

 

コーディネーター 

高校生に地元の企業を知ってもらう前に、

高校の先生方に知ってもらうのは非常に大

事なことです。進学先となる大学を決める

際も、高校の3者面談で、先生が「君の成

績だとここなんかどうだろう」というと、

子どもも「はい、わかりました」と決めて

しまうことが多いようです。私どもの大学

で、新入生にアンケートなどを取ってみる

と、最も影響のあるものは高校の先生のア

ドバイスでした。そこで、高校の先生に私

たちの大学を知ってもらうという戦略を取

っています。 

話を戻すと、地元の企業を高校の先生に

知っていただければ、高校の先生は転勤が

ありますので、よその町にいっても、駒ヶ

46



根市にこういう企業があったと言ってくだ

さるかと思います。ぜひ企業と高校の先生

の間で、もちろん生徒もそうですけれども、

顔の見える関係をつくっていく地道な努力

が大事かなと思って伺っていました。 

また、国際化に関連し、駒ヶ根市には青

年海外協力隊の訓練所があり、また青年海

外協力協会の本部が東京からやってくると

いうことで、経験、ノウハウを持った若い

人たちがまた駒ヶ根市に戻ってきます。先

ほどの白鳥町長のお話でしたが、外の人た

ちの知恵、あるいはネットワークもぜひ組

み込んでまちづくりに違った活力を得たい

とお話がありましたが、そういったところ

も響きあっていくのかと思って聞いており

ました。 

それでは、次は阿智村の熊谷村長にお願

いいたします。 

 

阿智村 熊谷村長 

まずは、これから新ビジョンがどう進ん

でいくかという中で、人材の大切さ、これ

を入れていただいたことがすごくありがた

いし、うれしいと思います。例えば、スズ

キやトヨタのように技術的な面もそうです

し、家康公もそうですし、この三遠南信地

域は人を育てるには最適な地域だともっと

売りだすべきではないかと思います。これ

から10年の方向としてぜひお願いしたいと

思います。 

私も常々思っていることは、駒ヶ根市長と

似ているのですが、この三遠南信地域は、

日本の中心地にあり、これからリニア中央

新幹線も走ります。そして、社会人、1回

リタイアされた方、高齢者には、もう1回

勉強したいと考えている方も山のようにい

らっしゃると思います。そういった方々が

自然豊かな三遠南信地域で、2泊3日で航空

宇宙産業や自動車産業など技術的なことの

勉強や、道徳的なことを学ぶことができ、

人材を育成する場だともっと打ち出してい

くことが技術者を生み、産業振興につなが

っていくと思います。 

それと、私ども阿智村には昼神温泉郷が

あり、今、星空の関係で取組んでいるので

すが、全国から星のことをやりたいと来て

くれる若者、特に女性が結構います。三遠

南信地域内にも、様々な企業があり、例え

ば観光業にしても、人材不足が深刻であり、

全国から人を集められる PR を SENA でやっ

ていただくとありがたいと思いますので、

それも一つ提案だと思っております。雇用

の場の確保をし、そういった方が将来、定

住してくれればありがたいと思っています。 

最後に、毎年分科会で議論し、第25回も

やっていて言いっぱなしになってしまうこ

ともあったのですが、これを実現させてい

くために SENA の組織の中に人を配置して、

それに特化して取り組む人、事業をしっか

りやる人を配置して、SENA の事業として

運営していく体制が必要かと思います。こ

れは予算的な課題もあるかと思いますので、

まずは人を配置して、実際どのような事業

をやっていくかという検討を進めていけば

よろしいかと思います。 

 

コーディネーター 

人材育成の拠点としての三遠南信地域と

のお話ですね。都会にはない、いろいろな

資源がある場所なので、それを逆手に取っ

てリタイアした人、あるいは生涯学習した

い人たちにもう一度勉強してもらう機会を

設けること、あるいは、星空のガイド、こ

ういった都会ではなかなかできないことで

すが、あそこに行けば非常に特化した学び

ができるといった売り出しも一つではない

かというお話がありました。それから、最

後は非常に具体的な御提案をいただきまし

た。SENA の中にいわば事業部門をつくり、

アイデアを形にしていく人を配置していく
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と良いのではないかというお話でした。一

つ一つできることから形にしていく、そう

いう段階に来ているのではないかという御

指摘をいただきました。 

向こう10年を見たときにこれまでのよう

な企画をする、調整をするところから1歩

踏み出すとすると、具体的な事業の展開が

あり得るようなシナリオかと思って伺って

いた次第です。 

それでは、和合むらの吉田さん、お願い

します。 

 

和合むら 吉田氏 

私は阿南町の広大な山間部を占める和合

地区に移り住んで18年がたちました。田畑

を耕して、なんとか暮らしていければいい

と思っているのですが、この10年ほどは、

和合地区で受け継がれている伝統食の企画

販売も細々と続けています。 

私が暮らし始めてから既に尊敬する和合

地区の人たちが100人以上も亡くなられて

きました。その方たちが守ってきた愛おし

い山間の風景も、同時に少しずつ荒廃して

いて、そんな風景を見るのがやるせない、

悲しい気持ちになることは多いのが現状で

す。悲しくて、さみしくてこの先これ以上

の方々を亡くすのには耐えられないと思っ

たときもあったのですが、この頃になって

すごく自分でも不思議だと思うのですけれ

ど、その方たちの思い出が私の中で本当に

強く生き始めていて、例えばあの方はこの

ときこうしていた、こんなときはこう言っ

てくれたということが本当にどんどん募っ

ていって、今はこの山間の和合地区で生き

続けていくことに、気持ちの上で揺るぎが

なくなっています。 

私が住み始めて18年間を振り返ったとき

に、ほかの地域から移り住んできて、そし

てまた離れていった人たちも多くいます。

その数や理由を考えると、人材育成とか確

保はすごく重要な課題であるのですが、計

画してもなかなか計画通りにいかないもの

だと考えざるを得ません。地域社会に適応

する、適応してまた活路を見出して住み続

けられるかは、個人的な事情によるのです。

私もそうですけれど、各地域からいかに楽

しく豊かに暮らしているかという情報発信

をできるだけ楽な方法で、あらゆる手段で

数多くし続けることがよいと思っています。

そして、実際その中で和合地区に来てくれ

て住み続けようと決心してくれた人たちも

いるので、そういう機会を多く持っていき

たいと思っています。 

また、とりわけ三遠南信地域には、祭り

街道という大きなつながりがあるので、も

うちょっと連携して情報発信をしていける

といいのかと考えました。例えば、祭り街

道クラスターとかいう発想はいかがでしょ

うか。祭りの歴史的、文化的要素とか、祭

りの道具を維持継承するための工芸的要素

とか、それからその祭りを支え、食の面で

支えている伝統食のあり方、農林漁業など

も、みんな切り離しては考えられないので、

祭りという切り口から山の暮らしをもう少

し情報発信できます。それは、産官民学で

取り組んで見るとちょっとおもしろいテー

マではないのかなと思いました。四季折々

の恵みを最大限に活用する山の暮らしの技

の中には、本当に知恵の集積があって、き

っちり、きっちり季節ごとに、毎日、毎日

こなしていかなければいけない仕事があっ

て、その抜き差しならない厳しい毎日を

1人でも多く、みんなで乗り切っていける

ために、祭りという文化が生まれて育まれ

て、そしてその時代ごとに必要な役割を果

たしてきたのではないかと思えています。

三遠南信地域の山間に数多く残っている祭

りには、それぞれにつましく、たくましく

生きてきた日本人像が凝縮されていると感

じています。高度経済成長をかつて底辺か
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ら支えたのも、この日本列島の谷筋や山ひ

だから排出されていった人々のすごく強い

精神力や叡智によるものではなかったでし

ょうか。これから先の日本のあるべき姿も

そういった山の暮らしから見いだされてい

くように思えて仕方ありません。 

ちょっと抽象的な話で済みませんが、祭

りを取り巻く環境も変わってきたし、継承

することが厳しい現実も直面しているので

すが、できる限り楽に後世に続けていくこ

と、つなげること、またそういった精神の

ごく一部でも、多くの都市生活者、外の人

に伝えていくことが重要なことと思えてな

りません。 

山の暮らしはそもそも多文化共生の要素

がたくさんあるし、本当に持続発展的な人

の道だと思いますので、このような暮らし

に共感する人に1人でも多く訪れてもらえ

るように、三遠南信地域一丸となってその

象徴である祭りを中心にともに情報発信が

できる場があるといいなと願って、私の発

言を終わらせていただきます。 

 

コーディネーター 

山での暮らし、特に外部から来た方だか

らわかるそのよさがお話からにじみ出てい

たと思います。この三遠南信地域の祭りは、

本当に世界遺産クラスなのですが、それを

もとに地域の暮らし、特に山の暮らしを発

信していけば、いかに楽しく、豊かで、

人々が生きているかを知っていただけると

御提言いただきました。 

今、確かに人が都会にどんどん出て行っ

ているのですが、都会で非常に疲れてしま

って、人と自然が調和する暮らしを求める

人たちが増えているのも一方の事実です。

そういった人たちに、今はやりの言葉でい

うと「刺さる」ような発信を三遠南信地域

からしていくといいのではないかとの御発

言と受け取りました。 

幸い、私たちはあと10分ほど時間を持っ

ております。人に関する御発言でも結構で

すし、これまでの御発言に対して、こんな

ことを感じたという方がいらっしゃいまし

たら、御発言をお願いできればと思います

が、いかがでしょうか。 

 

豊川商工会議所 小野会頭 

昨年度のサミットでも少し申し上げたと

思うのですが、三遠南信地域で今できるこ

とというよりも、次の世代にこの三遠南信

地域の交流をつないでいくためにすべきこ

とは、子どもたちに影響を与えることだと

思うのです。子どもたちに影響を与えるの

は、学校を通じて行うのが一番手っ取り早

いと私は思います。林間学校を交流したり、

臨海学校を交流したり、要するに山の子た

ちが海に出てきたり、海の人たちが山へ行

ったりすることを、行政、もしくは SENA

が推進し、ほかの地域より回数をふやすこ

とによって、自分たちがこの三遠南信地域

の中で育っていることが感じられる機会を

つくります。また、先ほど高校の先生の話

が出ましたが、高校同士の交流や企業の研

修をすることによって、高校の先生の影響

が一番強いという自覚を持っていただきた

いです。教育面での交流は今から始めてよ

うやくあと20年後にこの話が成り立つぐら

い長い話です。先ほど吉田さんが言われた

ように、文化面、歴史面の交流、文化人類

学のような学問的な話でこの三遠南信地域

を無理やりくっつけていくのはどうか思う

のですが、この歴史的、文化的な背景や地

域的なものをもっとアピールする場をつく

り、行政、産業というよりも、学術シンポ

ジウムのようなものをもっとしっかりやっ

て、文化面も取り組み、それを子どもたち

に伝えることが20年後、30年後に向けた三

遠南信地域の話ではないかと思うのです。 

この地域は、本日もそれぞれの地域の方

49



言で話しても、通じ合うところなのです。

この地域が分かれたのは、行政の区域で離

されたところであって、もともと文化圏と

か歴史圏は同じ地域だったことをもう1回

認識しあって、ぜひ子どもたちに伝えるこ

とをやっていただきたいと思います。 

 

コーディネーター 

子どもたちに伝えることの重要性とその

具体的な方法について今、臨海学校、林間

学校の相互交流であるとか、高校の先生方

の交流の提案をいただきました。 

また、歴史文化面の交流について、学術

シンポジウムのようなものをやってみては

どうかとのお話です。 

本学も、もうあと2年後ぐらいになりま

すが、文明観光学コースを立ち上げること

になっております。その文明学という大き

な視点から地域の観光資源を掘り起こして

いく上では、飯田街道周辺の祭りは非常に

重要な意味をもつわけです。 

それでは、ほかに御発言いかがでござい

ましょうか。 

 

箕輪町 白鳥町長 

私たちの町には小学校が五つあるのです

が、5校が社会見学で浜名湖へきているの

です。やはり海なし県であり、海に対する

感動は、皆さんとは全然別なのですが、そ

こで単に観光ではなくて、社会見学で地引

網などいろいろなことを体験して帰ってく

ると、今まで山の暮らしだけのものが、大

海原を知るということで大変感動して帰っ

てきています。そういった小さい頃の交流

がもっと必要だと思いますので、また受け

入れをしていただければありがたいと思い

ます。それには、時間、距離をもう少し短

くしないといけないかもしれません。 

もう1点、田園回帰のような話は、非常

に確かな足取りであるのだと思うのです。

先ほども杉本市長が農業の産業化の話をし

ましたが、一方で農的な暮らしをもう一度

取り戻すことが必要だと思っています。例

えば、どこかの工場や商店に勤めながら農

業をしてそれで生活を立てていく、その中

で暮らしやすさ、楽しさを感じ、そういっ

た地域の生活がいい生活なのだとの意識を

取り戻さないと、どうしても都会に出てい

ってしまいます。農的な暮らしの話をもっ

と盛んにしていかなければいけないと思っ

ています。それが、例えば長野だけではな

くて、地域での生活を考えていく上にどう

しても必要だと思っています。 

 

コーディネーター 

農業そのもののポジティブな捉え方に、

もう1回光を当ててみようということです

ね。 

はい、杉本市長どうぞ。 

 

駒ヶ根市 杉本市長 

今、普通の教科書を見ると、地元のこと

があまり書かれていないので、私実は、駒

ヶ根市の歴史とか伝統文芸だけの副読本を

つくり、学校で子どもたちに教えてもらっ

ているのです。そうでなければ、子どもた

ちが地域のことを学ぶ場所がありません。

お年寄りとも一緒に暮らさないので、お年

寄りの皆さんからも地域のことを学べず、

地域のことに参加をしろと言っても知らな

いし、参加ができません。もし、この三遠

南信地域についても、祭りのことや昔から

同じような伝統文化があったこと、またこ

んな企業があってこのように頑張っている

という情報を、できればこの SENA で共通

して情報発信をするものがあれば、お互い

の共通認識で同じ話ができて、お年寄りも

子どもたちにも伝えていけると、思いまし

たので、SENA で取り組んだらどうなのか

と思いました。 
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コーディネーター 

三遠南信共通の副読本のご提案でした。

地域の文化、その多様性と共通性、交流の

歴史などを子どもたちが学ぶ、それを長野

県、愛知県と静岡県、子どもも学んで、大

人もそれを語る形でかかわっていくような

副読本をつくってみてはどうかとのお話で

した。 

中野さん、先ほど前半で「技」について

のお話をいただきましたが、「人」につい

てはどうでしょうか。 

 

NPO 法人三遠南信アミ 中野副理事長 

本日、午前中に行われた住民セッション

で学生さん、静岡文化芸術大学の先生、若

者たちとの取り組み、それから本当に若い

人たちがこの三遠南信地域が好きで、住み

続けたい、住みたい、帰りたいとの想いを

聞きながら、勇気をいただきました。その

うちの1人の伊藤君は、東栄町出身で名古

屋の大学へ行って、今、東栄町で若者地元

会議をつくって、大学進学や就職のために

地域を離れているけれども、東栄町に思い

をはせており、どうしたら帰れるのだろう

かと考えています。それは定住や U ターン

でなくても、定期的に帰ること、家族の面

倒を見ることなど、いろいろなことを考え

ていこうとやり出した若者会議は、すばら

しい取り組みだと思っています。そのあと

私の知り合いに聞いたら、定住人口とか交

流人口、人口の減少問題はあるのですが、

もう一つ、関係人口というものをおっしゃ

る先生がいるのだそうです。それは観光客

でもなく、その町や村に定住しているでも

なく、でもその町や村が好きで応援してい

る、あるいはその魅力を感じたら、勝手に

宣伝するような人を関係人口といっている

らしいのですけれども、その人たちもとて

も地域の活性化には大事ではないかとの意

見を聞き、なるほどと思いました。三遠南

信アミは、吉田さんの和合むらを応援し、

東栄町とか、売木村などを本当に勝手に

「いいところだよ」といって人にお知らせ

しているのです。そういう人も大切なのか

なと、それが情報発信、情報の伝達として、

三遠南信地域に、そういう人たちがいっぱ

いいたら、お互いにお互いの魅力を発信す

るのも大切かなと思うと同時に、そういう

人が集まって情報をお互いに交換し、何か

刺激をいただいて、新しいことを起こして

いく場や仕組み作りが大事なのかなと思っ

ています。 

シリコンバレーは、アメリカの IT 産業

が集積したところですが、IT に限らず、

シリコンバレーは人の集積地なのです。人

が集まってお互いに刺激をしあい、情報を

交換する中から、起業、新しいビジネスが

生まれている場だと思うので、その三遠南

信版のそれがつくれたらいいと思います。 

 

コーディネーター 

定住人口、交流人口ともう一つ関係人口

としてみなしうる人たちもかかわってくる

場づくり、巻き込みの仕組みをつくってみ

てはどうかとのお話でした。 

では、吉田さん、御発言をお願いします。 

 

和合むら 吉田氏 

本日、いろいろと具体的なビジョンに関

する御意見を出し合って、それを策定した

後に新ビジョンを動かしていくために、阿

智村の熊谷村長がおっしゃっていたように

実動部隊を創設することは、本当にどうし

てもお願いしたいです。 

 

コーディネーター 

最後に現場からの熱い声を伺いました。 

新ビジョン策定は、10年前のビジョンの

改定になりますので、ずいぶんと社会的な

環境が変わっています。その中で、多方面
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からの視点による非常に貴重な御意見をい

ただいたことに対して改めて感謝申し上げ

ます。これ以外にも、いろいろな意見があ

ろうかと思うのですが、当初予定の時間と

なりましたので、技及び人に関するセッシ

ョンを区切りとさせていただきます。 

この後の報告会では、皆様からいただい

た多様な、また具体的な意見について、時

間の都合上、主な意見として整理した上で、

私が報告をさせていただきます。 

また、本日の御意見を新ビジョンの策定

に生かしていくことをお約束いたします。

その上で報告の具体的な内容、特に文言等

については、本日この分科会のコーディネ

ーターを仰せつかりました、私に一任とい

うことで御理解いただければうれしいので

すが、よろしいでしょうか。 

それでは、皆様の御協力によって円滑で

かつ、非常に内容の濃い、具体的な意見交

換をすることができました。改めて御礼を

申し上げます。 

以上をもちまして、技・人の分科会を閉

会いたします。 
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